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は  し  が  き 
 

    

近年、社会経済のめざましい発展により地域住民の生活環境は年々都市化する

とともに情報化、少子高齢化等への進行も著しいものがあり、これに伴い各種災

害の発生も増加し、発生する災害の様相もますます複雑多様化してまいりまし

た。 

このような状況の中、羽島郡広域連合は、住民の皆様方にとって安全で住みよ

い地域社会の確立のため警防、予防、救急、救助、通信指令体制の充実強化に努

めているところであります。 

本年報は、令和２年中の羽島郡広域連合における火災予防、救急・救助活動等

の概要をまとめたものです。本書をご高覧いただき、消防行政についての認識を

深めていただき、ご理解を賜れば幸いに存じます。 

また、この年報中の資料については、暦年をもって表し、予算関係は会計年度

とします。また、平成１３年度以前の資料については、前身の羽島郡消防事務組

合のものを使用しております。 

     
令和３年８月 

 
羽 島 郡 広 域 連 合 

 





連 合 の あ ゆ み 

 羽島郡４町が国の広域行政推進に沿って一部事務組合の体制について見直し、新たに公平委員

会に係る事務を共同処理すると共に地域住民へのサービス向上と、地方分権時代に相応しい機関

となるよう検討を重ねた結果、平成１４年３月３１日をもって羽島郡消防事務組合を解散し、平

成１４年４月１日に羽島郡広域連合を設立した。

平成１４年４月１日

６月

１１月

１２月

羽島郡広域連合設立（羽島郡４町、川島町・岐南町・笠松町・柳津町） 
初代連合長 広江正明就任

初代消防長 杉山義則就任

モバイル（災害情報配信サービス）運用開始

消防ポンプ自動車(ＣＤ－1)1 台購入 西消防署に配置 
査察広報車を購入 消防本部に配置

潜水用ドライスーツ ３着購入

（１４年中 退職者１名、新採用者４名、職員数１０３名）

平成１５年２月

８月

     ９月

１０月

１１月

    １２月

防衛施設庁補助で救助工作車１台購入、西消防署に配置

羽島郡広域連合ＩＴ関連整備事業（第１期）

羽島郡広域連合公式ホームページ開設

東消防署幕板・ホース乾燥塔塗装工事

柳津分署浴室・便所改修工事

消防本部上下水道整備工事

西消防署食堂改修工事

緊急通報用ＦＡＸを設置、運用開始

潜水用ドライスーツ ３着購入

（１５年中 退職者１名、新採用者３名、職員数１０５名）

平成１６年６月

１１月

１２月

西消防署倉庫・東消防署及び柳津分署屋根塗装工事

消防本部望楼スラブ剥離補修工事

川島町が各務原市と合併（各務原市が旧川島町区域の消防事務に関し

広域連合に加入する）

羽島郡広域連合ＩＴ関連整備事業（第２期）

岐阜県総合防災情報システム端末関連整備事業

潜水用ウェットスーツ ３着購入

（１６年中 退職者３名、新採用者３名、職員数１０５名）

平成１７年３月

１１月

    １２月

各務原市川島地区が羽島郡広域連合より完全脱退

消防本部庁舎非常用発電機更新工事

西消防署柳津分署改修工事

携帯１１９番通報受付転送装置設置

（１７年中 各務原市移行職員１７名、新採用者３名、職員数９１名） 
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平成１８年１月 
      

３月 
     ４月 
     ８月 
     
    １０月 
            

 
柳津町が岐阜市と合併 
岐阜市と消防相互応援協定を締結 
初代 消防長 杉山義則退任 
二代目消防長 森 一男就任 
西消防署指令車購入 
本部庁舎耐震補強計画作成 
西消防署救急室設置 
（１８年中 岐阜市移行職員１９名、退職者６名、新採用者４名 
 職員数７０名） 

 
 
平成１９年１月 

 
２月 

１１月          
            

 
高速道路における消防相互応援協定を締結 
木曽川流域消防相互応援協定を締結 
本部庁舎耐震補強工事（第一期基地局空中線移設工事） 
水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台購入 西消防署に配置 
（１９年中 退職者０名、新採用者５名、職員数７５名） 

  
 
平成２０年３月 
      

５月 
     ９月 
    １０月 

１１月 

 
本部庁舎耐震補強工事（第二期望楼外解体工事） 
岐阜県内の高速道路における消防相互応援協定書・覚書を締結 
ゴムボート、船外機購入 西消防署に配置 
本部庁舎耐震補強工事（第三期本部庁舎耐震補強工事） 
簡易端末型携帯電話･IP 電話発信位置情報通知システム受信装置設置 
連絡車（ハイブリッド車）購入 消防本部に配置 
（２０年中 退職者４名、新採用者３名、職員数７４名） 
 

 
平成２１年２月 
     ３月 
        
     ４月 
     ５月 
     ９月 

 
東消防署非常用発電設備設置工事 
消防本部庁舎ハンガードア等取替工事 
二代目消防長 森 一男退任 
三代目消防長 柴田利彦就任 
水難救助隊発足 
庁内ＬＡＮネットワークシステム機器更新 
（２１年中 退職者２名、殉職者１名、新採用者３名、職員数７４名） 
 

 
平成２２年３月 
 
     ６月 
     ９月 

 
水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台購入 東消防署に配置 
空気ボンベ用移動式コンプレッサー購入 西消防署に配置 
庁内ＬＡＮパソコン機器等更新 
（２２年中 退職者２名、新採用者３名、職員数７５名） 
 

 
平成２３年１月 
     ２月 
      
    １０月 

１２月 
 

 
屈折はしご付消防自動車 １台購入 西消防署に配置 
高規格救急自動車 １台購入 東消防署に配置 
東消防署北車庫新築工事 
資材搬送車 １台購入 西消防署に配置 
西消防署車庫南側オーバースライディングドア取付工事 
（２３年中 退職者３名、新採用者１名、職員数７３名） 
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平成２４年２月 
    １０月 
     
 

 
西消防署訓練棟外部改修工事 
東消防署車庫南側オーバースライディングドア取付工事 
東消防署車庫北側ハンガードア取付工事 
（２４年中 退職者０名、新採用者２名、職員数７５名） 
 

 
平成２５年２月 
     ３月 
     
     ４月 
     

 
救助工作車 １台購入 東消防署に配置 
消防救急デジタル無線整備工事 
三代目消防長 柴田利彦退任 
四代目消防長 小野木武光就任 
（２５年中 退職者４名、新採用者４名、職員数７５名）  
 

 
平成２６年２月 
     ３月 
     ７月 
    １２月 

 
高規格救急自動車 １台購入 西消防署に配置 
空気式救命索発射銃購入 西消防署に配置 
ゴムボート購入 東消防署に配置 
人員搬送車購入 消防本部に配置 
（２６年中 退職者３名、新採用者３名、職員数７５名） 
 

 
平成２７年１月 
     ９月 
    １０月 
 
    １１月 
    １２月 
 

 
消防ポンプ自動車（ＣＤ－１）１台購入 東消防署に配置 
東消防署指令車購入 
羽島郡広域連合例規データシステム化 
レサシアンシミュレーターSimPad 版購入 
査察広報車購入 消防本部に配置 
西消防署指令室改修工事 
（２７年中 退職者１名、新採用者１名、嘱託員１名、 

総職員数７６名） 
 

 
平成２８年３月 
 
     ４月 
 
 
      
     ９月 
    １２月 
 

 
高機能消防指令センター整備工事 
四代目消防長 小野木武光退任 
五代目消防長 川村 勇就任 
（４月１日現在 退職者１名、新採用者１名、嘱託員１名、 
                      総職員数７６名） 
行政不服審査会設置 
庁内ＬＡＮパソコン機器等更新 
東消防署塗装・照明（ＬＥＤ化）改修工事 
（２８年中 退職者２名、新採用者１名、職員数７４名） 
 

 
平成２９年１月 

３月 
 
 
 
６月 

 
固定資産台帳を整備 
高規格救急自動車 １台購入 西消防署に配置 
本部庁舎第１期改修工事 
本部庁舎電話交換機一式更新工事 
西消防署駐車場消防水利設置工事 
財務会計システム導入 
（２９年中 退職者１名、新採用者２名、職員数７５名） 
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平成３０年３月 
        
        
        
     ４月 
 

 
化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台購入 西消防署に配置 
本部庁舎第２期改修工事 
本部庁舎屋内外階段照明設備改修工事 
五代目消防長 川村 勇退任 
六代目消防長 川瀬敏也就任 
（３０年中 退職者３名、新採用者１名、職員数７３名） 
 

 
平成３１年３月 
 
     ４月 
令和元年 ６月 

７月 
９月 

    １０月 

 
本部庁舎第３期改修工事 
東消防署車庫及び訓育室照明（ＬＥＤ化）改修工事 
指揮隊運用開始 
初代 連合長 広江正明退任 
二代目連合長 古田聖人就任 
庁内ＬＡＮサーバ更新 
東消防署車庫屋根・ホース乾燥塔塗装工事 
（３１年／元年中 退職者４名、新採用者６名、職員数７５名） 
 

 
令和２年 ２月 
     ３月 
      
     ９月 
      
    １０月 
    １２月 

 
消防ポンプ自動車（ＣＤ－１）１台購入 西消防署に配置 
新型コロナウイルス感染症患者の移送にかかる覚書を締結 
本部庁舎南・西外壁塗装防水工事 
岐阜東南ロータリークラブより無人航空機（ドローン）２台寄贈を受け 
西消防署・東消防署に各 1 台配置 
無人航空機（ドローン）運用開始 
指揮車 １台購入 西消防署に配置 
（２年中 退職者３名、新採用者１名、職員数７３名） 
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組 合 の 歴 史 

 

昭和４３年１１月１１日 
 
 
 
 
 
 
 

羽島郡消防事務組合発足(羽島郡下４町、川島町・岐南町・笠松町・柳津町) 
初代管理者 加藤文治就任 
初代消防長 森  晃就任 
消防本部・消防署（１署 3 分署）の発足 
笠松町消防本部庁舎、消防車両、器具等を借用 
岐阜南ライオンズクラブから救急自動車１台寄贈を受け、消防署に配置 
人命救助用ロープ・発射銃購入 
（４３年中 笠松町役場から２５名組合へ出向、職員数２５名） 

昭和４４年２月 
４月 
５月 

 
 
 
 

 岐阜市と消防相互応援協定を締結 
川島町・岐南町・柳津町の町当局より待機室・車庫を貸与、分署業務に入る 
水槽付消防ポンプ自動車４台購入、消防署・川島分署・岐南分署・柳津分署 
に配置 

４４年中 新採用者１３名、川島町役場から３名、岐南町役場から５名、 
       柳津町役場から２名組合へ出向、組合から笠松町役場へ１名 
             出向、退職者１名、職員数４６名 

昭和４５年２月 
６月 
９月 

 
１１月 

 
 

 

消防一斉指令装置購入、消防本部に配置 
岐南分署庁舎竣工 
空気呼吸器（ライフゼム）８基購入、消防署・川島分署・岐南分署・柳津分 
署に配備 
救急車のサイレンを電子音（ピーポーサイレン）に切換 
日本赤十字社岐阜県支部からＢ級救急自動車１台寄贈を受け、消防署に配置 
（４５年中 退職者２名、新採用者５名、職員数４９名） 

昭和４６年２月 
 
 
 

３月 
１０月 

 
１１月 

 
 

 柳津分署庁舎竣工 
羽島郡危険物安全協会から化学消火剤寄贈を受ける 
ジェットシューター１０組購入、消防署・川島分署・岐南分署・柳津分署に 
配備 
消防ポンプ自動車１台購入、消防署に配置 
ジェットシューター１０組購入、消防署・川島分署・岐南分署・柳津分署に 
配備 
空気呼吸器（ライフゼム）５基購入、川島分署・岐南分署・柳津分署に配備 

４６年中 退職者１名、新採用者４名、川島町役場から２名出向、組合 
から川島町役場へ３名、柳津町役場へ１名出向、職員数５０名 

昭和４７年１月 
２月 
３月 
４月 
５月 

 

 

初代管理者 加藤文治退任、二代目管理者 青井逸雄就任 
羽島郡危険物安全協会から化学消火剤寄贈を受ける 
川島分署庁舎竣工 
初代消防長 森  晃退任 
二代目消防長 小川義男就任 
（４７年中 退職者１名、新採用者６名、職員数５５名） 
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昭和４８年２月 
８月 

 
１０月 
１２月 

 
 
 

 

羽島郡危険物安全協会から化学消火剤寄贈を受ける 
岐阜県共済農業協同組合連合会から２Ｂ型救急自動車１台寄贈を受け、消防

署に配置 
岐南分署に救急自動車を配置、救急業務開始 
消防本部・消防署建設用地として、笠松町美笠通３丁目２５番地を購入 
（羽島警察署跡地） 
（４８年中 退職者２名、新採用者１名、川島町役場へ１名出向、 

職員数５３名） 

昭和４９年２月 
  羽島郡危険物安全協会から油吸着材寄贈を受ける 

（４９年中 新採用者５名、笠松町役場へ３名出向、職員数５５名） 

昭和５０年３月 
６月 

１０月 
１１月 

 
 

 

消防本部・消防署庁舎竣工 
羽島郡危険物安全協会から連絡車１台寄贈を受け、消防署に配置 
人命救助用ロープ・発射銃購入、署に配備 
医療法人蘇西厚生会松波総合病院院長松波英一氏より、消防施設整備資金と

して１００万円寄贈を受ける 
（５０年中 退職者１名、新採用者７名、職員数６１名） 

昭和５１年２月 
１１月 

 
 

 

羽島郡危険物安全協会から化学消火剤寄贈を受ける 
１６ｍ屈折はしご付消防ポンプ自動車１台購入、消防署に配置 
岐阜南ライオンズクラブから携帯発電機１台寄贈を受け、消防署に配備 
（５１年中 退職者１名、新採用者２名、職員数６２名） 

昭和５２年２月 
 

３月 
１０月 

 

 

羽島郡危険物安全協会から携帯発電機・照明灯一式の寄贈を受け、岐南分署 
に配備 
受令機６０台を購入し、全職員に貸与 
化学消防ポンプ自動車１台購入、消防署に配置 
（５２年中 新採用者６名、職員数６８名） 

昭和５３年３月 
６月 

１０月 
         １１月 

 

 

移動用人工呼吸器ミニットマン１台購入、署に配備 
羽島郡危険物安全協会から携帯発電機１台寄贈を受け、川島分署に配備 
水槽付消防ポンプ自動車１台購入、岐南分署に配置 
救助隊・ラッパ隊発足 
（５３年中 新採用者３名、職員数７１名） 

昭和５４年３月 
 

６月 
 

９月 
１０月 

 
１１月 

 

 

航空自衛隊岐阜基地と航空事故に伴う災害発生時の連絡調整に関する協定 
を締結  
羽島郡危険物安全協会から携帯発電機・照明灯一式の寄贈を受け、柳津分署 
に配備 
(財)日本消防協会から２Ｂ型救急自動車１台寄贈を受け、岐南分署に配置 
消防本部・消防署の機構改革により、消防署を西消防署、岐南分署を東消防 
署として強化をはかる（２署２分署） 
水槽付消防ポンプ自動車１台購入、川島分署に配置 
（５４年中 新採用者４名、職員数７５名） 
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昭和５５年１月 
３月 
５月 
６月 

 
８月 
９月 

１２月 

二代目管理者 青井逸雄退任、三代目管理者 杉山 勇就任  
指令車 1 台購入、西消防署に配置 
人工蘇生訓練用マネキン一式を購入し、救急講習に活用 
羽島郡危険物安全協会から携帯発電機・照明灯一式寄贈を受け、西消防署に 
配備 
(財)日本船舶振興会から広報査察車１台寄贈を受け、消防本部に配置 
水槽付消防ポンプ自動車１台購入、柳津分署に配置 
関係機関とガス爆発等防止対策に関する覚書を取り交わす 

昭和５６年３月 
 
 

 
広報査察車１台購入、消防本部に配置 
自動吸引式可燃性ガス検知器２台購入、東消防署・西消防署に配備 
（５６年中 退職者１名、新採用者１名、職員数７５名） 

昭和５７年４月 
６月 

１０月 
 

 

自動吸引式可燃性ガス検知器２台購入、川島分署・柳津分署に配備 
羽島郡危険物安全協会から油吸着マット２箱寄贈を受け、消防署に配備 
消防ポンプ自動車１台購入、東消防署に配置 
（５７年中 退職者１名、職員数７４名） 

昭和５８年１月 
 

３月 
 

           ４月 
６月 

１１月 
 

 

(財)日本損害保険協会から２Ｂ型救急自動車１台寄贈を受け、西消防署に 
配置 
東消防署庁舎が都市計画街路用買のため解体移築 
羽島郡消防協会から１６ｍ/ｍ映写機１台寄贈を受け、消防本部に配備 
音楽隊発足 
羽島郡危険物安全協会から訓練用消火器１０本寄贈を受ける 
東消防署庁舎竣工 
羽島郡消防協会から東消防署訓育室用演台１台寄贈を受ける 

昭和５９年６月 
  羽島郡危険物安全協会からカメラ２台寄贈を受ける 

（５９年中 新採用者１名、職員数７５名） 

昭和６０年２月 
３月 
４月 

           ６月 
１１月 

 

 

消防救急一斉指令装置更新 
二代目消防長 小川義男退任 
消防長職務代理者に次長の奥村清治就任 
羽島郡危険物安全協会から指令車１台寄贈を受け、西消防署に配置 
資材搬送車（２．９ｔクレーン付）１台購入、西消防署に配置 
（６０年中 退職者２名、職員数７３名） 

昭和６１年４月 
           ５月 
           ６月 

１１月 
 
 

 

三代目消防長 清水 守就任 
各務原市と消防相互応援協定を締結 
羽島郡危険物安全協会からエア・コンプレッサー１台寄贈を受ける 
東消防署車庫増築 
羽島市と消防相互応援協定を締結 
（６１年中 新採用者２名、職員数７５名） 
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昭和６２年１月 
５月 

           ６月 
 

８月 

 
 
 
 
 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台購入、西消防署に配置 
高速道路における消防相互応援協定を締結 
羽島郡危険物安全協会からワードプロセッサ１台寄贈を受ける 
パーソナルコンピュータ導入      
合名会社油重商店から携帯発電機１台寄贈を受ける 

昭和６３年１月 
           ２月 

４月 
６月 
８月 

           ９月 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

三代目管理者 杉山 勇退任、四代目管理者 広江泰雄就任 
松波総合病院から２Ｂ型救急自動車１台寄贈を受け、東消防署に配置 
三代目消防長 清水 守退任、四代目消防長 加納清美就任 
羽島郡危険物安全協会から自動紙折機１台寄贈を受ける 
潜水用具４組購入 
救急車室内紫外線殺菌装置スペースライザー２基購入、東消防署・西消防署 
に配備 
（６３年中 退職者３名、新採用者３名、職員数７５名） 

平成  元年  ４月 
６月 

 

 
 
 

水難救助用ウエットスーツ２着補充する 
羽島郡危険物安全協会からカーエアコン１組寄贈を受ける 
（元年中 退職者１名、職員数７４名） 

平成  ２年  ２月 
３月 

            ４月 
６月 

１１月 
 

 
 
 
 
 
 

水槽付消防ポンプ自動車１台購入、西消防署に配置 
四代目消防長 加納清美退任 
五代目消防長 中山文雄就任 
本部庁舎冷暖房機器更新 
救助工作車１台購入 東消防署に配置 
（２年中 退職者２名、新採用者６名、職員数７８名） 

平成  ３年  ３月 
６月 

 
１０月 

 
 

 
 
 
 
 
 

岐阜県広域消防相互応援協定締結 
羽島郡危険物安全協会からカメラ１台寄贈を受ける 
(財)日本防火協会から査察広報車１台寄贈を受け、消防本部に配置 
(財)日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車１台寄贈を受け、川島分 
署に配置 
（３年中 退職者２名、新採用者１名、職員数７７名） 

平成  ４年  １月 
           ６月 

１０月 
 

 
 
 
 

四代目管理者 広江泰雄退任、五代目管理者 岩田 哲就任 
柳津分署、川島分署冷暖房機器更新 
防衛施設庁補助で水槽付消防ポンプ自動車を購入、東消防署に配置 
（４年中 退職者１名、新採用者２名、派遣、職員数７８名） 

平成  ５年  ３月 
６月 

 
 
 

 
 
 
 
 

消防庁長官表彰竿頭綬を笠松町消防団と連名で受賞する 
岐阜東南ロータリークラブ、岐阜エトスロータリークラブからトヨタ２Ｂ型 
救急自動車１台寄贈を受け、西消防署に配置 
羽島郡危険物安全協会からワードプロセッサ１台寄贈を受ける 
（５年中 退職者１名、新採用者５名、職員数８２名） 
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平成  ６年  ３月 
 
 

４月 
１０月 

 

 
 
 
 
 
 

羽島郡消防事務組合例規集整備 
岐阜県防災ヘリコプター応援協定 
五代目消防長 中山文雄退任 
六代目消防長 服部不二美就任 
定数条例改正 ９６名 
（６年中 退職者１名、新採用者３名、職員数８４名） 

平成  ７年  ２月 
３月 

            ４月 
           ８月 

１１月 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

本部庁舎外部改修工事 
六代目消防長 服部不二美退任 
七代目消防長 永井 壽就任 
柳津分署下水道切替工事 
西消防署内部改修工事 
東消防署下水道切替工事 
（７年中 退職者１名、新採用者４名、職員数８７名） 

平成  ８年  ８月 
９月 

 
１０月 

 
１２月 

 

 
 
 
 
 
 
 

川島分署改修工事 
柳津分署屋根塗装工事 
羽島郡危険物安全協会から「火の用心」懸垂幕寄贈を受ける 
屈折はしご車分解整備 
防災資機材倉庫１基購入、消防本部駐車場に設置 
消防本部２階事務室等改修工事 
（８年中 退職者１名、新採用者２名、職員数８８名） 

平成  ９年  １月 
２月 
３月 
４月 

 
７月 

１０月 
１２月 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防衛施設庁補助で消防ポンプ自動車（ＣＤ－１）１台購入、東消防署に配置 
救急自動車（２Ｂ型）１台購入、東消防署に配置 
七代目消防長 永井 壽退任 
八代目消防長 名和式夫就任 
岐阜市と人事交流２名 
羽島郡危険物安全協会から訓練用消火器５本寄贈を受ける 
化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）１台購入、西消防署に配置 
本部３階大会議室等改修工事 
東消防署庁舎外壁等補修工事 
（９年中 退職者３名、新採用者３名、職員数８８名） 

平成１０年１月 
４月 
６月 

１１月 
 

 
 
 
 
 

柳津分署外部吹付・シャッター取付工事 
岐阜市と人事交流１名 
羽島郡危険物安全協会から訓練用消火器５本寄贈を受ける 
消防本部電話交換機工事 
（１０年中 退職者１名、新採用者５名、職員数９２名） 

平成１１年２月 
３月 
４月 

      ６月 
      ８月 

 

 
 
 
 
 
 

西消防署倉庫建設工事 
高規格救急車購入、東消防署に配置 
岐阜市と人事交流１名 
五代目管理者 岩田 哲退任、六代目管理者 広江正明就任 
東消防署指令車購入 
（１１年中 新採用者２名、職員数９４名） 
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平成１２年３月 
４月 

 
 
 

 
 
 
 
 

八代目消防長 名和式夫退任 
九代目消防長 瀧花賢一郎就任 
岐阜市と人事交流１名 
川島・柳津分署に救急車配備 
（１２年中 退職者３名、新採用者５名、職員数９６名） 

平成１３年３月 
 

      ４月 
 

１０月 
 

 
 
 
 
 
 

消防緊急通信指令施設導入 
九代目消防長 瀧花賢一郎退任 
十代目消防長 杉山義則就任 
岐阜市と人事交流１名 
高規格救急車購入、西消防署に配置 
（１３年中 退職者３名、新採用者８名、職員数１０１名） 

 
平成１４年 １月    

３月３１日 
  

 
東消防署救急室設置 
羽島郡消防事務組合解散 

（１４年３月３１日 退職者１名、職員数１００名） 
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